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1. 研究目的 

法科学可視化は，科学犯罪捜査の効率化と信頼性の向上を図る計算法科学分野（computational 
forensics）において，裁判の電子化という流れのなかで近年その重要性が注目されてきている．

しかし，守秘義務上，法科学技術やメディア処理の専門家のアウトソーシングに頼れないという

大きな課題を抱えている．そこで本研究では，出自管理やビジュアルシミュレーション，拡張現

実等の先端的情報科学技術を統合し，捜査から裁判に至る法科学ライフサイクルにおいて関係者

個々が第一人称的に法科学データを可視化することにより，争点を明確化し，適正な量刑に資す

ることができる法科学可視化ライフサイクル管理システムを開発する． 

 

2. 研究成果の内容 

提案する法科学可視化ライフサイクル管理システムは，可視化リポジトリ・出自管理，ビジュ

アルシミュレーション，拡張現実の大きく 3つの要素技術から構築される．以下，要素技術ごと

にその研究成果の概略を説明する． 

 

可視化リポジトリ・出自管理：殺傷事件を対象とするには，出血等の人体の流動現象に加え，成

傷器等の構造物との相互作用を取り扱うことが必要不可欠となる．そこで法科学可視化オントロ

ジー構築の第一歩として，従来の流動可視化オントロジー[2]を，構造力学までカバーするように

拡張し，可視化応用設計支援サブシステム VIDELICET の機能を増強した[3]．図 1(a)は，パイプ

ジョイントに現れる変位ベクトルを視覚解析する要求（左上）に対して，色付きグリフ表示法が

推薦され，対応する可視化が自動的に実行されている様子（右上）を示している．さらに同図下

の 2枚は，結果の可視化ワークフローを上級ユーザ自身がカスタマイズし，等応力面や断面上の

変位ノルムを疑似カラー符号化している様子を示している． 

 

ビジュアルシミュレーション：SPH 法を利用して，複数の傷口から流れ出た血液が体表面上を流

れていく現象を再現し，血流の厚みによる色変化を考慮して網目状の特徴的なパタンを可視化す

るビジュアルシミュレータを開発した[4]．その技術的貢献は，物理吸着と，空気層との接触によ

る硬化を考慮した流血現象の再現にある．図 1(b)にビジュアルシミュレーションの実行例を示す． 

 

拡張現実：複数のカメラ=マーカ系を連動させた仮想現実を用いて，犯罪や事故の再現シーンを現

場映像に頑健かつ実時間で重畳し，複数方向からの現場検証を可能にするパイロットシステムを

開発した[1]．図 1(c)は，開発システムを用いて，仮想マネキンに対し仮想成傷器を接近させる

シーンを，異なる目線で観察できている様子を示している． 
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(a) 構造力学可視化支援 (b) 流血シミュレータ (c) 現場検証 AR 

図 1：法科学可視化ライフサイクル管理のための要素技術開発成果 

 
3. 研究目標の達成状況 

本研究の最終的な狙いは，開発する法科学可視化ライフサイクル管理システムの利用によ

り，殺傷事件の証拠分析の高度化および大量の捜査資料の管理・分析手続きの確立に貢献

することである．本年度は初年度として各要素技術の開発に着手し，個々には一定の新規

性も認められる成果をあげることができたが，各ソフトウェアを連動させ，本格的なシス

テム統合を図るまでには至っていない． 

 
4. まとめ 

本研究では，複雑流動の未踏応用として計算法科学分野の社会的重要性に着目し，その可視化

ライフサイクル全体を管理するシステム開発に着手した．初年度の部分的成果をあげた現段階で

本公募共同研究としては一旦終了し，次年度からは，参加者全員が参画する科研費基盤研究(A) 

26240015（平成 26-28年度，研究代表者：藤代 一成）に引き継いで，後続の研究を実施していく

予定である． 
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